




DesignEgg.co.,Ltd

にゃんこ捜索マニュアル

K




猫を探し出す３つのコツ


 





はじめに


  
 いなくなってからどれくらいの時間が経っていますか？ 
 
 
 どこにいるか見つからなくて恐怖や悲しみに襲われることもあるでしょう。 
 探す気力がなくなることも、絶望することも、何度もあるでしょう。 
 そんなときは考えないようにしましょう。 
 
 心の中に猫の戻ってくるあたたかな部屋を用意しましょう。 
 
 そこに戻ってきてくれるよう祈りながら探しましょう。 
 
 人に受け入れられて餌と寝床を提供されたときから、 
 その猫は快適さを与えられることによって自然から引き離されています。 
 その猫がどうして望んでほかのところを目指す理由があるのでしょう… 
 
 猫がいなくなったと打ち明けると、普通はこんなことを云います。 
 「死期をさとると姿を消す」 
 
 「愛想を尽かす」 
 
 「メス猫を求めていった」 
 
 そうした定例の説は一度忘れててかまいません。そんなことは問題ではないのです。 
 もう一度会いたいと思いますか？ そう思えないなら諦めましょう。 
 もう一度会いたいですか？ そう思うなら探しましょう。 
 
 そして、誰がその猫の飼い主でしょうか。 
 
 いなくなったからと、もう飼い主の義務を放棄していいのでしょうか。 
 
 愛しているか、それだけの問題ではないのです。 
 
 例えすぐには見つからなくても、できることがたくさんあります。 
 この本はその「できること」をただひたすら提案するマニュアルです。 
 
 見つかるかどうか、それは運命の決めることです。 
 
 けれど、できることをやるかどうか。 
 
 それは自分で決めることができます。 
 
 できることをすることによって、確実に再会の確率は上がります。 
 
 涙に暮れるよりも、「探す」習慣を日常に取り入れることで、再会の確率が高まります。 
 
 どうか探し続けてください。 
 そのことで少しでも安心してください。 
 
 安心して楽観的になること。それが第一です。 
 
 その余裕があれば戻ってくるかもしれないのです。 
 
 そうして、安らいだ心のなかになら、猫はきっと戻ってきます。 
 もう戻ってこないと思い込んでいる人のところには、 
 
 猫も戻りにくくなってしまうかもしれません。 
 
 猫ってそういう生き物だと思いませんか？ 
 
 暑いときは涼しいところ、寒いときは暖かいところ… 
 
 いつでも、彼らは彼らにとって居心地のいい場所をみつけるのが得意です。 
 





猫を探し出す３つのコツ


 コツをみっつにまとめましょう。 
 
 1.足で探す 
 いなくなったと気づいた日、その最初の日の行動が大事です。 
 どうしますか？ ビラを貼りますか？ 保健所や警察に連絡しますか？ 
 それらはとても大事です。けれども、後回しにしましょう。 
 まずは家を飛び出して探してみましょう。庭にいるかもしれません。 
 見つかりませんか？ 
 では、どこにいるのか見当をつけましょう。 
 
 「見当をつける」ことはとても大事です。 
 全然見当たらない… 
 
 ちらっとでも姿を見かけたけれども逃げられてしまった… 
 
 ということもあるかもしれません。 
 
 諦めないようにしましょう。 
 見つかって、すぐに保護できた人にはおめでとうを言います！ 
 
 いなくなってから、どれくらいの時間が経っていますか？ 
 
 その時間に比例して捜索範囲は広げる必要があります。 
 
 どこにも見当たらなかったら、家に戻りましょう。 
 
 休んでからまた探しに行くためです。 
 
 体力のある方なら、止めはしません。 
 
 どのあたりにいるか見当をつけるため何度も外を探すことは大事です。 
 
 探すだけでなく、猫の居場所を見極めるために近隣を観察するのです。 
 
 
 具体的な探し方については後述します。 
 探すことは単調な作業です。けれどもこれが最重要項目です。 
 
 2.記録をつける 
 ノー トでもツイッターでもかまいません。 
 
 いなくなったと自分が気づいた時間、 
 
 実際にいなくなったと思われる時間帯を推測しましょう。 
 
 どこから出て行ったと思うか、 
 
 家の中はどうなっていたか、 
 
 自分は何をしていたか、 
 
 家族はどうしていたか、 
 
 ほかに飼っている猫がいるなら、どんな様子だったか… 
 
 家のまわりはどんな状況だったか。 
 
 簡単でいいのです。 
 
 自分が探すために何をしたか、 
 
 時間の経緯ごとに記していきましょう。 
 
 そうすると…満足感がえられます。 
 
 そして、時間がたつにつれて、「していないこと」が今度は見えてきます。 
 
 探そうと決めてから、 
 
 私の場合、まずは捜索用にツイッターのアカウントを取得しました。 
 もちろん、拡散によって探してもらうことを他者に期待したわけではありません。 
 
 探す履歴を記録につけることによって、 
 
 自分のしたことに安堵し、 
 
 それから冷静にどうすればいいか、 
 
 今後の方策を練れるようにするためです。 
 
 猫がいないということは非日常の事態です。 
 すぐに自分の手に負える事態ではありません。 
 
 一人きりでは難しいことです。 
 
 けれども探す人間が捜索についての状況を把握することは大切です。 
 
 記録することで冷静になれます。 
 
 冷静になるとは、俯瞰的視点を手に入れるということです。 
 
 ツイッターでは、 
 
 同じように猫を探している人とつながることによって、 
 
 同じ悩みを共有することができます。 
 
 情報の共有よりも、 
 
 同じ気持ち、同じ悩みを共有することは何より強みです。 
 
 いなくなってから時間がたっているけど、記録をつけていないという方は… 
 
 今までしたことを思い出せる限り、 
 
 その時間帯や、どれくらいの時間行なったかを箇条書きにしてみてください。 
 
 思った以上に「行動」は少ないことに気づくかもしれません。 
 
 3.ビラをつくる 
 ビラをつくるのも時間がかかります。 
 
 まず、どの写真を使うかということ、 
 
 文面をどうするべきかということを考える必要があります。 
 
 搜索の合間に、写真を選んでおきましょう。 
 文章については、すぐ文章にできるように、簡単なメモをとっておきましょう。 
 
 あとの作業が楽になります。 
 
 パソコンを持っているなら、とてもいいことですね。 
 
 画像とテキストを配置させ、ビラをつくる作業が簡単にできるなら、なおさらです。 
 
 パソコンを持っていなくても、作業はラクです。 
 紙に写真を張って、文章を書き込み、どこかでコピーしましょう。 
 
 無理にオールカラーにする必要はありません。 
 
 白黒のビラしかつくれないなら、文章やレイアウトで丁寧に伝えればいいのです。 
 
 無理にお金をかけたり、探偵社や印刷会社に頼み込んでビラをつくる必要はありません。 
 
 むしろ、ビラを無駄にばらまく数が増えるほど、 
 
 あなたの迷い猫を求める情報は、 
 
 世の中の人にとって、 
 
 ほかのさまざまな煩瑣な情報のなかに埋没してしまう可能性があります。 
 
 それができないから、それをしないためにも、その代わり、足を使うのです。 
 
 つまり…広範に渡るバラマキよりも、受け取ってもらえそうな地域、 
 
 人々に対して敬意と礼儀を払い、 
 
 注意深さをもって接するのです。 
 
 もちろん協力者がたくさん得られたら、どんどんお願いしてもかまいません。 
 
 複合的に明るい要素はどんどん取り入れて探すための糧にしましょう。 
 
 写真を選んで貼り付けて、文章を書き込む。 
 
 そうした作業に、すぐに取り掛かる必要はないかも知れません。 
 
 けれど、つくっておくことが大切です。 
 
 作り方については後述します。 
 
 さて、つくるところまでで、まずは充分です。 
 
 「ビラを貼る」ことについては、慎重になりましょう。 
 
 
 猫がいないくらいでビラを貼るなんて、と… 
 
 笑われるのではないだろうかと常識的な人なら考えます。 
 
 猫のために必死になることについて、つきまとう感情があります。 
 
 「恥ずかしい」というものです。 
 
 恥ずかしさを克服できない人のとる行動が、 
 
 「どうしていいかわからない」「いなくなって悲しい」と泣くことです。 
 
 本当はどうすればいいかわかっているけれども、恥ずかしくて、その行動がとれない。 
 
 では、ビラを貼るとは具体的にはどのようなことでしょうか。 
 
 逆にいえば、どんな方法なら恥ずかしくないでしょうか。 
 他人に迷惑がかからないよう、やり方を替えればいいのです。 
 
 そして、それは猫を探す上でも効率がいいのです。 
 
 実は私は家の近隣、向こう三軒…といった界隈には一枚もビラを貼っていません。 
 
 その界隈に猫がいるなら自力で戻ってくるか、見つけ出すかできている可能性が高いからです。 
 
 そのことに気づいたとき、私は正直安心しました。 
 
 自分を見知らぬ他者から特定されることは、今の時代、結構いやなものです。 
 
 けれど、考えすぎる必要はありません。 
 
 恥ずかしいと感じるほどの近所には猫はいないのです。 
 
 だからといって、普段関わりのない地域であれば、 
 
 恥知らずなマネをいくらしても許されるということにはなりませんから、 
 
 それは重々自覚しましょう。 
 
 他人から見たらたった一日でも、自分にとっては長い長い24時間でしょう。 
 
 実際、恥ずかしいからビラを貼らないという選択肢もあります。 
 けれども、家でビラをつくっておくという行為はどうでしょうか。 
 きっと、たやすくできることだと思います。 
 つくることによって、少しだけ安心できるはずです。 
 
 写真については、今後の捜索のために何枚か携帯するための写真も選びましょう。 
 これで大丈夫です。 
 猫ともう一度会うための準備が整いました。 
 
 ビラを貼ること、配ることについては慎重になりましょう。 
 
 自分の恥ずかしさのためだけではありません。 
 
 何故恥ずかしいのか…それは受取り手にとって迷惑になる可能性があるからです。 
 
 パッと派手にチラシを手当り次第に撒けば見つかるものでしょうか。 
 
 それで見つかる場合とはどんな事例でしょうか…考えてみます。 
 
 まず、普通の人は猫に注目しません。 
 
 近所の人が見つけているなら、自分にも見つけられているはずです。 
 
 それ以前に猫は自力で戻ってこれるのではないでしょうか。 
 
 自宅の向こう３軒、といった界隈はその時点で捜索範囲からは外していいかもしれません。 
 
 
 手当たりしだいに近所でチラシを撒いて情報が得られるケース… 
 該当するケースがあるとすれば、恐らく猫が保護されていれば、すぐに連絡がくるのではないでしょうか。 
 
 そのような幸運な可能性にまっさきに賭けるのもいいかもしれませんが… 
 
 まずは足で探しましょう。 
 
 捜索する地域を特定すること。 
 
 観察することです。 
 
 これらの手立てについては後述します。 
 





猫を探し出す３つのコツ　2





事実を示しましょう。
見つけ出した過程を簡単に報告しておきます。
2011.4/10　午前1-3時頃不明になりました。
近隣を時間帯を変えて捜しているうちに、夜中、ある地域で鳴き声が聞こえました。
翌日、その地域に重点を置いてビラ貼りをしました。
4/14　午前7時半頃150メートル内のアパート付近住民より情報がありました。
駆けつけて、保護に至りました。

いなくなったと気づいたらすぐに探すことです。
地図をみること、足で捜すことです。
「いそう」か「いそうにない」か見当をつけることも大事です。　

最初、その猫を捜しているのは世界に自分ひとりだけでした。
けれども、見つけだすのは一人の力だけではムリだということが、探しているうちによくわかりました。

私の場合、鳴き声が聞こえた、という事が分かれ目でした…
あの鳴き声を聞き取っていなかったら見つけ出せなかったかもしれません。
もちろん、自分の力なくして見つけ出せはしませんでした。
けれど、一人きりの力だけでも保護はできなかったことでしょう。
猫が鳴いてくれたおかげです。
知らせてくれた人がいたからです。
そして、人々が心配してくれる気持ちに、探している過程で励まされたからです。
それは捜すうちによく実感できたことでした。
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猫がいなくなったことに気づいたら










ch006.xhtml





猫がいなくなった時のこと





まずは私の猫についてお話しておきます。
いなくなったのは「老齢」で「雌」の雑種です。

活動範囲は自宅のアパートの室内と、その付近、それもごく狭い範囲に限られていました。

来歴は７年ほど。我が家に来た時点で相当の高齢でした。
野良猫としての生活が長かったのです。推定年齢は14－16才程。

飼い始めた頃は腎臓と肝臓が弱っていました。

腎臓は老齢猫にありがちな症例です。
肝臓は野良生活の影響とみられました。
獣医にも匙を投げられました。
けれど、「イ/ム/ノ/エ/ー/ス」という薬で見事回復しました。

猫に多い突然変異で、通常７本の背骨がひとつ少ない６本のみ。
腸が短い影響で便秘しやすく、便秘が痙攣を引き起こすことがしばしばありました。

我が家にきたときは近所の広い範囲や壁の上を散歩することもよくありました。
活動範囲は年とともにせばまり、
週に何度か外にでても５分から１０分ほどで戻ってくるようになりました。
現在、戻ってきてからは外出するときは必ず一緒に出て目を離さないようにしています。

4月10日のことです。
夜中、私はアパートのドアを少しだけ開いていました。
そこからもう一頭の猫が自由に出入りできるようにしています。
時折、いなくなった猫もそこから出入りすることがあるのです。
それでもすぐに戻ってくるので、その日もそのようにしていました。
その夜、いなくなった猫が私に何か訴えるように鳴いてきました。
私は手元のパソコンでの作業に集中していたため、また、よくあることなので放っておきました。

この「無視」が後々、どれほど私をさいなむことになったことかわかりません。

私をじっと見たあと、猫はいつものように外へ出ました。
いつもなら10分以内には戻ってくるため、放っておきました。

そして、作業に没頭し…
深夜3時頃、ふと、まだ戻っていないという懸念が頭をよぎりました。
けれども、きっと待っていれば戻るだろうと鈍い考えで解決させようとしました。

けれど、5時頃になっても、猫は戻りませんでした。
驚きと恐怖にとらわれながらも、この時点で充分危機感を感じていたのですが…
焦燥のうちにも眠りこんでしまいました。

今思えば、
日常からかけ離れたことが起きたときの第一歩として、
どうしていいかわからなかったのです。
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猫がいなくなったことに気づいたら…


 目が覚めてから、改めて恐慌状態に陥ってしまいました。 
 
 ``` 


  



 
 弱い状態の猫を見失うことは恐ろしいことです。 
 
 ``` 




 



 
 絶望しきった状態ですが、たやすく友人知人に漏らすことのできる話でもありません… 
 心配をかけてしまうだけです。そこで、普段から利用してるtwitterで猫がいなくなったことをつぶやきました。 
 
 ``` 


  



 
 すると、同じように猫が行方不明になった経験のあるフォロワーさんから、 
 すぐに保健所などの機関に連絡するようアドバイスをいただきました。 
 
 ``` 


  



 
 それを見て私ははっとしました。 
 このときのフォロワーさんの一言には今でも感謝しています。 
 
 ``` 


泣いている場合ではありませんでした。

私の場合はたまたまtwitterでした。
けれどもご家族がいるなら、まずはご家族に話してみるのがいい手立てだと思います。
そして、今後探したい気持ちがあるなら意思表示しましょう。
長期的に探すにはどうすればいいか…それは歩いて探すことです。
チラシ作成や捜索にご家族が協力的なら、それはとてもありがたいことだと思います。
もしも協力が得られる見込みがないなら、
諦めるように説得される前に、まずは自分で歩いて探せばいいのです。
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「死ににいった」？「迷った」？「事故にあった」？





いなくなった猫は老齢の雌猫です。
悪い想像を引き起こすための要素はいくらでも兼ね備えています。
けれども、逆に考えてみれば、そう遠くまで行くほどの体力も運動神経もないということです。

私の場合は年をとった雌猫でした。
これが若い雄であれば、
ネガティブになる要素として、遠くへ行ってしまった可能性が挙げられるでしょう。
けれども、それだけまだ若く体力があることも確かです。

何でも逆に考えてみればポジティブになれる要素は残っています。
いくら不安になっても構いません。
けれども、不安になったときは、同じように、安心できる要素も隠れているはずです。

いなくなったと気づいたときに、まっさきに思いつく悪い想像は数多くあります。
それは「死ににいった」「迷った」「事故にあった」という可能性にわけられます。

一番希望があるのはどれでしょう。
探そうという気持ちになれるのはどれでしょう。

探そうという気持ちになれないのはどれでしょうか。
死亡の可能性ではないでしょうか。
そう思うと、もう動くことはできません。
悪い結果を前提として行動するのは困難なことです。

ですから、この三つについてよく考えてみましょう。
ひとつひとつ、丁寧に悪い可能性を検証しましょう。

「死にに行った」？
「猫は死期をさとると姿を隠す」というのは本当でしょうか。
そうした体験談も聞いたことがあります。
私も真っ先にそれを考えました。

猫がいなくなって、見つかったときには亡骸になっていた…そうしたことはあります。
けれど、それは本当に亡骸を隠すためだけの行動だったのでしょうか。

正確にはこうでしょう。
「体が弱い状態で出ていった。戻れずにいるうちに、亡くなった」…
それは起こりえることです。死ぬ時期を悟ったのだろうと思えば諦めもつきます。
けれども、 体が弱い状態で出ていったのなら、尚更探す気持ちになるのではないでしょうか。
付け加えたいのは、このことは自分を鼓舞するための理由付けとして充分であっても、
焦る理由としてはならない、ということです。

体が弱い状態で出ていった場合、そのことで不安になります。
ですから、同時に安心する考えを持ちましょう。
その猫はそれだけ自分の体調に対して慎重になっているはずです。
無理をしたり無茶をしたりできるような状態ではないということです。

私自身、猫が出ていく前の数日の様子からは、
「死に場所を求めていく」
という雰囲気は感じとれませんでした。

食欲もありました。
もう一頭の猫を威嚇したり、ふてくされたりと、いつも通りのワガママでした。

病気の時になると、猫は一切ごはんを食べなくなることがあります。
これはエネルギーを消化ではなく治療にもっていこうとする猫の本能です。
今まで見守ってきた病気のときの様子とは正反対でした。
どうしても、死ににいくという雰囲気ではなかったと思います。

あなたの猫がいなくなる前はどんな様子でしたか？
思い出してあげましょう。
若い猫ですか？　病気はありましたか？
健康ですか？　オスですか、メスですか？


「事故に遭った」はどうでしょうか。
少し外を歩くだけで事故に遭う。
そうしたことはあります。
実質、私は別の猫を事故で失ったことがありました。
その猫は野良としての生活が長く、外の様子もよく知っていた猫でした。
それでも、やはり事故にあうことはあります。

室内で飼っていた猫の場合は外の様子を知らず、外出した途端に事故にあうことはありえます。
けれど、この「事故」の可能性は、すぐに確認することが可能です。
まずは家の近所を探して歩きます。
もしも事故に遭うのなら、家の近くで遭う可能性が高いのではないでしょうか。
遠くで遭う可能性もあるでしょう。
けれども、遠くへ移動するには、それなりに時間がかかります。

今はいなくなった直後の話をしていますから、まずはこの「事故」の可能性はつぶしてしまいましょう。
確認するのです。家のまわり、屋外を思いつくままで構わないので歩いてみましょう。

私にも、事故の不安は、経験上ひどく重くのしかかりましたが…
その猫は長い間放浪した末にやってきた猫でした。
我が家に来るまでも弱った状態であったのに、ずっと無事でいられたのです。
車が危険なことを知っているはずです。
弱っているために臆病になり、慎重に隠れながら移動していたに違いありません。

事故に遭えばすぐにわかります。
近所に猫が事故に遭いやすいポイントがあるからです。
そうした場所は猫を飼っていると自然に知るようになるものです。
知らない人は、これをきっかけに知るようになるかもしれません。
野良猫が事故に遭いやすい場所などに心当たりがあるなら、そこへ行きましょう。
怖いことかもしれませんが…
どんな状態であっても、きっとあなたを待っています。
悲しみから目を背けたいがために何もしないでいると、
かえって、結果を見ないがために懸念を引きずることになります。

私の場合、過去、猫の遺体を公的機関に回収されたあと、事故あったのだと知ったことがありました。
それでは遅かったのです。遺体にふれることもできないままだったのです。
悲しい出来事として残っています。
だからこそ、恐ろしい結果を知る可能性があっても確認は必要でした。
いなくなった日、すぐに心当たりの道筋を捜しましたが遺体はありませんでした。

あなたの猫はどうでしょうか。
確認をとりましたか？
何か知らせを受けましたか？




そして「迷った」可能性。
これが一番あてはまります。
ひとつ、予め知っておきたい事実があります。

猫は「今どこにいるかはわかるけれども、現在・過去・未来の概念はない」のです。
つまり「元きた道を思い出しながら辿って戻る」ようなことはできません。

ある一定の自分の行動範囲を越えてしまった場合…
自分の匂いや自分の知っている猫の匂いのしないテリトリーへ入ってしまった場合…
そのある地域のなかを出ることができず、ぐるぐると同じようにまわっている。
猫が迷った場合、そのようなループに陥っている可能性が高いのではないかと思われます。

そう考えるのが妥当ではないでしょうか。
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猫の特徴・環境から探し方と地域を特定する





迷ったのだとすれば、その猫にできることはなんでしょうか？
なるべくその範囲内で長く生きられるようにするに違いありません。
雨風をしのぎ、寝場所を探し、飢えをしのぐことです。

若い猫は行動範囲が広いだけに、時間がたつほどに遠くへ移動する可能性もあります。
けれど、若い猫なら、猶予はあります。

老齢の猫は体力も餌を捕まえる運動神経も相当に落ちています。
通常イメージされる猫は、躍動的にジャンプし、機敏に動き、普段はたっぷり眠る。
そんな様子が妥当でしょう。
猫を飼っている方でも、まだそれが子猫の場合はご存知でないかもしれません…
年をとった猫は少しの段差さえもジャンプして飛び越える力はありません。
けれど、それだけに行動範囲が狭いのです。

塀へ飛び乗って家家の隙間を闊歩して、パトロールするのは若い猫です。
年をとった猫は車の下や物陰にかくれながら、少しずつ移動します。機敏ではありません。
この相違は、探すときの視点のヒントになるのではないでしょうか。

それから、探す環境もさまざまです。
都市部なら人がたくさんいますから、目撃情報が得られる…そう思われるのは誤解です。
人がたくさんいますから、猫なんて気にする人は少ないのです。
けれども、猫好きのいる地域なら目撃情報はあるかもしれませんね。
そこには猫にとって居心地のいい環境がありますから。

あなたの住まいはどんな地域でしょう。
昔からある住宅街、新興住宅街、もっと人の少ない田畑の多い土地…さまざまです。
猫が好きな人なら、
「こういう環境は猫が好きそう」と感じる目は備わっていると思います。
その環境を作っているのは自分なのですから。
ですから、今までにない視点を周囲に向けることが肝心です。

家から少し離れている地域に、自宅に似た環境がある場所はありませんか？
そこにいる可能性が高いと思うのです…
まずはそうしたポイントがないか特定しましょう。

その地域を特定したら、自分の飼い猫が活動する時間帯を想像しましょう。
夜でしょうか。
昼でしょうか。
猫は人の少ない夜の時間に長い距離を移動します。
若い猫なら昼間も活動的かもしれません。
老いた猫なら夜は危険からまぬがれるため、どこかに隠れている可能性があります。

雌でも雄でも若い猫なら、例え避妊や去勢をしていても、
ある程度は発情期にとるような行動をとります。
活動範囲を広げよう、生存しようという行動…
縄張り争いや交尾のために猫のあつまる場所に移動することがあります。
もしも猫を複数飼っている、近隣にかわいがっている野良がいるなら、
捜索のときにその猫がどんな方向へ行くか、どんな場所へ身を隠すかなど観察してみましょう。

猫たちはヒントをくれます。
家の周辺の野良猫ですら、そうです。
いなくなった日、ほかの猫たちの様子はどうでしたか？
今、その猫たちはどんな様子ですか？
発情期の猫や喧嘩しているがいるなら、その猫から逃げ出した可能性があります。

けれど、逃げ出すのは本能であって、
人間のように次のあてがあったり、目的地があるわけではありません。
「今の環境が嫌になった」「新天地を求めた」…
こんな感覚は実はとても贅沢で、自ら環境をつくりだせる人間の発想です。
猫はいつでもただ懸命で、その場その場に順応しようとしているだけです。

もしも猫が不満を抱いたのではないかと疑われる要素に気づいたら…
飼い主として、人間として、どう改善してあげたいですか？

探すことに疲れたら、そのように現在の環境の改善に取り組むのはどうでしょう。
模様替えや、飼っている猫のケア…その猫を迎える準備を試みるのはどうでしょうか。
捜索するのはいいことです。けれども疲れることです。
疲れたときには、希望をもてる行動をとると気分がかわります。

その猫のなついていた相手は自分でしょうか。
ご家族でしょうか。ご家族であるなら、その人が何よりのヒントを持っているはずです。
どんな人ですか？　
その人が何よりもその猫についての様子や、行きそうな場所を知っているはずです。
その場合は、その人を捜索陣営の主に据えて話をしてみましょう。
思いもつかないような探し方を、探すべきポイントを知っているかもしれませんから…
焦らずに話し合いましょう。
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「悪い想像」＜「良い思い出」





どんなに慎重な猫でもいつ事故にあうか…
縄張り意識の強い猫にどのような危害をくわえられるか…
あるいは、心無い人につれていかれたら…

悪い想像がとまらないときもあるでしょう。
考えないのが一番です。
けれど、悪い想像がとまらない場合は、同じように、いい想像をしてもいいはずです。
なぜなら、それはあくまで想像にすぎないのですから。
どうせ想像するなら…悪い結果を予想できるなら、良い結果を予想することも許されます。

慎重だから、事故にはあっていないはずだ…
仲のいい猫と集団で行動しているかもしれない…
優しい人に保護されているかもしれない…
そう想像することに、何の罪があるのでしょう。
行動しやすくなるのは良い結果を想像したときです。

楽観的な考えは、現実に悪い結果が起きたときに、自分を責める材料を増やすだけ。
そう思われますか？
けれど、先述のように、悪い結果ばかり想像することは…
まるでそうなることを望んでいるかのように罪悪感を覚えませんか？
その悪い想像は行動しないための充分な理由付けとなります。

何よりも、想像そのものが無駄なことです。
それが第一義です。
探さなくてはならないのですから。
ですから、どうせ想像がとまらないなら良い想像をしましょう。

さあ、以上ができうる限りの理性的な推測でした。
そこから先はすべて想像にすぎません。
先述にあげた３点のコツよりも最強のコツ、つまり心がけを記しておきます。
推測はしましょう。想像はしないようにしましょう。
捜している間、一切の悪い想像をするのをやめましょう！

不安にかられたら、それを上回る、猫にとっての幸せな記憶は何だったか思い出しましょう。
つまり、それまで自分がどれだけかわいがっていたかを思い出しましょう。
ただ感傷にひたるためではありません。
それによって猫がどんな子だったかを思い出すことが搜索の原動力につながります。
そして、役立ちます。

まずは飼い主としての視点を取り戻すこと、その視点を行動につなげることが大切です。
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猫の探し方
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猫の探し方　記録する/人に話す





☆自分の探した履歴を記録しましょう。
ノートでもツイッターでもかまいませんが、
時間ごとの行動をすぐに記録できる点でツイッターはおすすめです。

自分が探すために何をしたか時間の経緯ごとに記していきましょう。
何をしたか記録しておくことで自分が探している実感がもてます。
すぐに結果につながらなくても、それは大事です。
そして、ただ行動したことだけで満足しないためでもあります。
冷静に記録すること、それを見返すことで盲点を見つけるためです。
そうすると「していないこと」が見えてきます。
これは案外と面倒なことでもありますが、とても大切です。
また、ツイッターで同じように猫を探している人とつながっていると気が楽になります。
逆にいえば、行動しない限り記録はできません。
何もしていなければ記録は残りません。
していないことを実感するためにも記録は必要です。

☆探していることを人に話す。
人といっても、自分のまわりにいる友人知人にやたらに話すということではありません。
同情はしてもらえるかもしれませんが、
猫を探す知識を備えている人がどれほどこの世にいるでしょう。
協力を得るために家族に話すことも大事です。
その場合はさまざまの案を出し合って話し合いをすることも可能です。

最初、私は捜索範囲を広範に広げていました。
自宅から半径50メートル付近を狭い、つまり「すぐに見つかる範囲」とどこかで思っていました。
そのことに気づかずにいました。

けれど、ツイッターで、ある人がこうしたニュアンスのことをつぶやきました。

そんなに探しているのに見つからないなんて…

最初、これは心無いつぶやきであるようにも思えました。
本当に不安で不安でたまらないのですから。
大概の人は不安を煽るようなことは言わないものです。
けれど…これにつづく言葉はどう予想されますか？
もういなくなったのではないか。
諦めたらいいのではないか。
最後まで言われずとも、そのように受け止めることもできます。

けれど、こうした言葉も冷静に受け止めましょう。
「そんなに探している」の「そんなに」とは？
つまり、まだ探していない範囲があるということです。
「見つからないなんて」…これにつづく言葉も「おかしい」と変換すればこう考えられます。

まだ探していない範囲があるのではないか、そこにいるのではないか。

どんなことでも手掛かりにすることが大切です。
自分がいかに心配で不安で平静でない状態かを自覚してみればいいのです。
この一言を、素直に受け止めてみました。
他者の力を借りる目的でアカウントを取得したのですから。確かにそうです。

このつぶやきのおかげで、自分の探している範囲が「広すぎる」のではないかと我にかえりました。
そして、広範を大雑把に探すより、「匂う」狭い地域を丁寧に探すように心がけました。
そのおかげで迅速な発見につながったと思っています。

人に話すと反応はさまざま。
でも、そっけないアドバイスでもヒントが隠れていることがあります。
会話することで自分の盲点がないか探しましょう。
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猫の探し方　連絡





保健所、警察署、愛護センターへの連絡は速やかにしてください。
これは最悪の事態を防ぐためです。

「警察」
遺失物として届けます。
猫を拾って、とりあえず交番に届ける人がいる可能性もあります。
近所の交番に連絡しておきましょう。
ほかの機関は時間が限られていますが、警察署への連絡は24時間対応してもらえます。
110番ではなくきちんと警察署の番号を確認して連絡しましょう。

「保健所」
これは市区町村ごとに分かれている機関です。
ペットの失踪、または保護届けを受け付けます。
猫の年齢、性別、種類、毛の色などの特徴を記帳してもらいます。
保護してくれている人から連絡があれば、教えてもらえます。
私は区と区の境目に住んでいるため、
自分の住んでいる区だけでなく、
隣接している２つの区にも連絡しました。
広範から絞り込むということも大事です。
広い範囲から探して「そこにいない」ことを確認しながら、探す範囲を狭めていくことも有効です。

「動物管理センター」
都道府県ごとに分かれている機関です。
東京の場合は「東京都動物愛護相談センター」（03-3302-3507）があります。
2.3日に一度連絡しましょう。定期的に連絡すると整理番号がふられます
各自治体により対応は違うのかもしれませんが、
怪我をしたり、病気の飼い主不明猫を保護して手当をしてくれます。
ただ、収容には期限があり、その期間を過ぎてしまうと処分されてしまうこともあります…
どうぞ、まめに連絡して下さい。

「清掃局」
自治体によって異なるかもしれませんが…
猫が区道や市道で交通事故死した場合、近隣の人から連絡があると、
役所の土木課や清掃事務所などで遺体を回収します。
区によっては業者が代行して行っているケースもあります。
ほとんどの場合、日時や場所の記録だけしか残してもらえず、猫の特徴までは記されないようです。
けれど、それを手がかりとして事故現場の近所の人などに聞いてみるなど、
自分で調べることができるかもしれません。

上記は最低限連絡しておきたい機関です。
探す時間が長引く場合は、かかりつけの獣医師・動物愛護団体等にも、ご相談をおすすめします。

連絡するときのコツは、冷静に、わかりやすく話すこと。
必ず猫の特徴を聞かれますから、例え「承知している」と思っていても、
話すとなると咄嗟に言葉が思いつかない場合もあります。
いなくなったと思われる日時、状況、猫の特徴をメモしておいて連絡しましょう。
場合によってはネガティブなことや、逆にポジティブなことを言われるかもしれません。
それらはすべてヒントとして受け止めましょう。
それから、見つかったら改めて報告の連絡をすると伝えておくと相手の印象も変わります.
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猫の探し方　ネット





探すためにネットを利用することもできます。
迷子猫の専用サイトや地域サイトなどはまっさきに登録しましょう！

ただ、それが有効かどうかは気持ち次第です。
インターネットは有効な手段と思われますか？
はっきり言えば、
インターネットに「具体的に有効な情報をもたらしてくれる」ことを期待する場合、
その効果は限りなく0に近いです。
例えば猫を探すために起こしたアクションの10割において、
目撃者・情報提供者としてネットが寄与してくれた割合は0割でした。
ネットを利用する前にその心構えが必要です。
警察に連絡したとき、「普通の人は猫なんか気にしませんからね」とはっきり言われました。
その通りだと思いました。これはいいヒントでした。
けれども、「励ましを得る」「探し方を知る」ためのツールとしては、
これ以上頼りになるツールもありません。
気持ちの上での支援者としては高い確率で味方になってもらえます。

インターネットは有効な手段として私はカウントします。
情報は得られません。それでもカウントできます。

【twitter】
電話や手紙やファクシミリといったものに並ぶ人間の新しい連絡手段です。
ツイッターはその代表的な一例です。
ツイッターでは、時折、いなくなった猫や犬の情報を求めるつぶやきが拡散されてくることがあります。
【拡散希望】といった題目でＲＴされる文面を一度は見たことがあるでしょう。

これを普段から目にしていると、
拡散してもらえるという気持ちから頼れそうなものと錯覚しそうになります。
ですが、正直なところ、どれだけ頼れるものでしょう。
もちろん、拡散してもらうことはできるでしょう。
けれども拡散してくれた人の人数＝一緒になって猫を捜してくれる人の人数ではありません！

あくまでも協力してくれる人の人数です。
しかも、それは心理的なものです。

【拡散希望】とあるつぶやきを見ると、あっ、この人はかわいそうな人だな、と思います。
そうするとやはりＲＴして手助けしようと思います。
けれど、「いずれ近くの地域の人にＲＴされてその人が意識するだろう」というところで終わります。

これは本当に捜している人にとって物理面でどれほど手助けになるでしょうか？　
本当に近隣の人がＲＴを見て、意識して、その猫を見つけだし、
その人に知らせるに至った例はあるのでしょうか？
少なくとも、私には信じられない気持ちが大半でしたし、今でもそうなのです。

それでも、まったく効果がないとは言いません。
ただ、RTを希望する人にはこのことを申し添えます。
RTだけで安心してはいけません。
世界に一頭だけの猫を探し出して見つけ出したとき、駆け寄っていくには何が必要ですか？
駆けつけるための足ではないでしょうか。
結局のところ、指先だけで探せるものではないのではないでしょうか。

ただ、捜している人はＲＴによって、自分に協力を示してくれる人がいることは励みになります。
そうして「していること」のひとつとしてカウントするなら大きな役割を果たします。
けれど、それだけではいけません。
例え熱心な協力者が見つかっても、その人は近隣に住んでいますか？
逆に近隣に住んでいる人が見つかっても、その人は熱心に猫を気にかけていますか？
この条件が合致する人はどれだけいることでしょうか。

「普通の人は猫なんか気にしませんからね」

これはうんざりするほど、仕事として猫を探す人たちに接してきた職業の人が漏らした言葉なのです。
そこには経験に基づく実感がこもっていました。
生まれて初めていなくなった猫を探している当事者からすれば、
信じられない！　という思いもあるかもしれません。

あんなにかわいくて、かわいそうな猫を気にかけてもらえないなんて…
テレビやブログで有名な猫ならともかく…
こう考えましょう。
それが世界一可愛い猫であったとしても、自分がそれを独占してきたことによって、
世の中の人が知らないのは当然です。
今自分はそんなにまで愛らしい猫を独占したことによって、その行為の責を負っているのだ、と。
それほどに可愛い猫を独占することによって世界は損害を受けているわけです。
では、今自分がそんなにつらい思いをするのも反動ですから仕方ありません。

ただ、インターネットのメリットは別にあります。
名も知らない人が心理的に協力してくれるのです。

私は猫がいなくなったと気づいたときから、すぐに猫捜索用のアカウントを作成しました。
なぜ普段のアカウントを利用しないか？
ふたつの理由があります。
まずは、猫がいなくなったことを、知人友人に打ち明けることが躊躇されたためです。
心配をかけてしまうからです。
相談するとしても、それは自分自身が落ち着いた状態で打ち明ける方がいいでしょう。

そして、もうひとつ。不利益な情報がもたらされることを防ぎ、利益のある情報を求めるためです。
普段、自分のまわりにいる人たちは、
けして「迷い猫を捜す」ことを目的とした集まりではありません。

何しろ非常事態です。
まったく猫を飼ったことも捜した経験もない人たちに、
いくら噂を伝播してもらっても見つかる可能性は増えません。
一言でいえば、捜していることを示してしまうと、
同情や励ましや慰めばかりもらってしまい、ますます捜す足は鈍るのです。
励ましや慰めは嬉しいかもしれません。
それに応じる気力があるのなら周囲の人に知らせるのもいいでしょう。

ただ、どんな反応であれ、多かれ少なかれ困らせる事には違いありません。
なかには、先回りして、頼んでもいないのに協力を断ってくるような人もいるかもしれません。
相手の人間性を試すにはいい問題提起かもしれません。
果たして、そんな試験をする権限があるのでしょうか？
第一、その試験を行なったところで、猫が見つかるのでしょうか。
いい関係を保つためにも、あまり話さないほうがいいでしょう。
もちろん、信頼して打ち明けられる相手がいるなら何でも話してしまいましょう。

相手に悪気がなくても、有効な協力が得られるほどの密接な関係でない相手には伏せておくべきです。
例えば家族であっても協力が得られそうにないなら…
いや、阻害を受けそうな予感もあるなら、自分から話すのは困りものです。
例えば、小さな子がぬいぐるみをなくしたとき、すぐにこういう親だったらどうでしょう。
「それはあきらめなさい、新しいのを買ってあげるから」
けれど、その小さな子が学校や幼稚園に行けば、
そこには捜すことに協力的な友達や先生がいるかもしれません。
そういうことです。どちらが悪いということではありません。
きっと諦めるよう促す親にも悪気はないのですから。
ただ、捜す上で、何が重要かということです。

そうした意味で、同じように猫を捜している人とフォローしあって、
探し方について情報交換したり、励ましあって捜すことにより気力を保つことは大切です。
見つかる可能性はあがります。　
そして、ツイッターにはつながりを持つ以上のメリットがあります。

それは先述の通り、記録性です。
短いつぶやきを時間とともに記録できる。
探した履歴を記録することにより、行っていないこと盲点が確認できるのです。
長期に捜索をすると決意した以上は記録は大事なことです。

私は、アイコンに、捜している猫の写真を添付しました。
いなくなった状況と捜している旨をプロフィールに打ち込み、アカウントを作成しました。
プロフィール欄などに「猫を探してます」と記載して、
単に「今日は～をした」といったつぶやきをするのが便利です。

アカウントを作成してから、猫を捜している人をどんどんフォローしました。
また、近隣に住んでいることが明らかな人もフォローして、捜索している旨を拡散してもらいました。
これは上記のように効果を期待していた行動ではありません。
ただ、「行動していない」ことを減らすための行動です。それは大切なことです。
けれども、思ったよりも多くの人が親切な言葉をかけてくれました。
そのことによって大いに励まされました。

ポスティングやビラに協力を申し出てくださる方もありました。
実際に協力を得る前に発見に至りましたが、
リアルな捜索につなげていけるなら、とても有効な手立てだといえます。

また#（ハッシュタグ）が役立ちます。
この「#」のあとに自分の気になる単語を打ち込んで検索をかけると、
その単語を織り交ぜたつぶやきが一気に検出されます。
もちろん「迷子猫」といった単語からも検出されます。
同じように捜している人に知らせたいつぶやきや、情報を得ることができます。
例えば「今日似ている猫の目撃情報をもらえた！　#maigo」とつぶやきます。
すると、
「#neko」 「#maigo」で検出した同じ仲間が見つけやすくなります。

有利な情報をもたらしあえるつながりが広がります。
「ああ、この人は有利な情報を得たんだな。
どうやって捜しているんだろう？　フォローしてみよう」と。


【2ch】
私はあまり利用しませんでした。
けれど、大型掲示板ではもっとフランクに詳しく探し方を教えてもらうことも可能です。
保護情報の記事に励まされることもあります。

まとめると、ネットのメリットは励まされる、相談ができる、近隣住人に匿名で伝わることでしょう。
ネットのデメリットは目撃情報にはすぐにはつながらないことです。
場合によっては心無い反応も得ることがあります。
けれど、それもヒントに替えてしまいましょう。
何しろ目的は「猫を見つけ出す」ことですから。
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猫の探し方　歩いて探す





いなくなったことに気づいたら…
事故に遭っていないかを確認することは先述の通りです。

まずは半径100-200メートルほどの地図を見てください。
若い雄猫ならもう少し広げてもいいかもしれません。
オス猫はメス猫の13倍の範囲で行動します。

若い猫であるなら300-500メートルほどの範囲が妥当かもしれません。
そして、いなくなってから時間が経っているなら、
その時間に従って範囲を広げる必要があるでしょう。
残念ながら私にその比率の統計データはありませんが…
ご存知の方がいらっしゃいましたら、是非ご一報願います。

とにかく、まずは地図を広げましょう。
実は記録すること以上に、この地図を広げるという行為は大事です。

見逃している範囲はありませんか？
どのあたりにいそうな気がしますか？
明らかにここには行きそうにない地域は思い切って除外しましょう。

私の場合、家の裏手にほとんど水のない川があり、向こうへは橋を渡らなければなりません。
その向こうには学校がありますが、どうもそちらへ行ったような感じはしないのです。
その橋を渡る前に川沿いでまごまごしてしまうことでしょう。
そちらへの方角はそうした理由から除外されます。
探す範囲として諦めるということではありません。
その川沿いに猫はいませんが、犬の散歩をする人たちの通り道です。
猫がいそうにないとしても、情報を得やすいのです。
ビラを配る地域としても、考慮の対象から外れることはありませんでした。
そこでは、刷ってあったビラも渡しやすく、話しかけると足を止めて話を聞いてもらえます。
なかには自分も猫を飼っているという人もあり、笑顔で応じてくださいました。

一方、公営の団地が立ち並ぶ地域があります。
私は、どうにも、そこを探すのが憂鬱でした。
そこでは猫の存在がいやがられるからです。
けれど憂鬱だからと探さないなんて飼い主失格か？　と…
責任と罪悪の気持ちのせめぎあいで苦しみました。
しかも範囲が広すぎるのです。
そのあたりは、霞がかかっているかのように探しづらいのです。
悩んで捜索の足が鈍りました。

そこで、時間帯を夜に絞って、懐中電灯を手にして探すことにしました。
「していない行動」をなくすためです。

改めて探してみてわかったことがあります。
その地域をかたちづくる人たちが、その環境をつくっている以上…
猫を厭う人たちがその環境をつくっている以上…
猫にとって居心地のよさそうなスペースも当然存在しないのです。
あたりまえのことかもしれません。
猫を飼っている人がいないので、猫のくつろげる場所は少ないのです。

草は綺麗に手入れされ、公園も清潔です。
不法にゴミを捨てる人も少なく、建物の前も殺風景なほど片付いています。
花壇にはかわいい花が根を張り、大きな樹木もあります。
けれども壁の位置は高く、その壁の幅は狭く猫が通りやすいブロック塀でもありません。
整備されているがために猫が隠れる場所はほとんどないのです。

猫が住みにくい環境だということが、しみじみと観察されました。
その地域が自分の家からひどく近い地域であることを差し置いて、
捜索範囲としての優先順位をさげることを決意できたのは、この夜中の探索の効果でした。
結論から言えば、やはりその周辺にはいませんでした。

夜の捜索は有効です。手がかりをつかめるからです。
例えば野良猫や別の飼い猫を見つけることができます。
猫がうろつく地域に紛れ込んでいる可能性は高いのです。
そうした地域を特定するためにも、夜間の搜索は有効です。

ただし、すぐに捕まえられるというわけではありません。
焦らないことが大切です。
そして、懐中電灯は必須ですが…
ご近所の迷惑にならないように使用しましょう。
呼びかけすることも大事ですが、やはりご近所の迷惑になることも考えられます。
また、恥ずかしさも手伝うことでしょう。
無理に呼びかける必要はありません。
それよりも、耳をすましてください。
夜なら静かなので、猫の声が聞こえることがあります。

最初の二日ほどは、ここにいそうだ、と「匂う」ところを時間帯を変えて何度も歩きました。
いなくなった日の翌日、その夜、私は自分の猫の声をある界隈でキャッチしました。
慌てて探し回りましたが、けれど、その日は見つからずじまいでした…
それでも充分な手がかりでした。
結果としては、この「耳をすます」行為が、その界隈にビラを貼ることを決断させたのです。
睡眠時間を削って歩き回る、それは無駄ではなかったのです。

地図を見ましょう。
ここにはいそうにない、という地域はありますか？
探しにくい地域はありますか？
自分を信じてください。

ここにいそう、という場所があるなら、恐らくそのあたりにいる可能性は高いです。
何故なら、世界一かわいいその猫に最も詳しいのは飼い主の自分だけだからです。
彼女、あるいは彼と日々接することで、
親密性を高めた経験によって、自分にはその猫に対する勘が備わっているはずです。

まずはとにかく足で探してください。
探していない箇所がない、探していない時間帯がないというくらいに。
それから、気になる地域を特定しましょう。
特定できたらそこにチラシを貼り、
日をわけても構いませんから、
そこだけは探していない時間帯がないよう、
繰り返し歩いてみてください。
日中はまんべんなく付近を捜してください。

休日の昼間は中高年の方が街を歩いています。
犬の散歩をしている人や、優しそうな方がいたらビラを渡してみましょう。
深夜は若い人が出歩いています。
カップルやジョギングしている人、部活の練習をしている高校生など…
深夜出歩く若者は、行動力もあり好奇心も旺盛です。
そのためか、反応がいいのです。

そのときは笑顔で声をかけて、
「猫を探しているのですが…」と様子を伺いましょう。
相手の反応次第で会話をすすめて、渡しても大丈夫そうだったらビラを受け取ってもらいましょう。
それから、もしも見つかったら区の掲示板に「保護」の印をつけますから！　と添えてみましょう。
そうすれば「任せっぱなし」の印象がなくなります。

自分以外の猫飼いためにも、猫飼いの印象を悪くしないように心がけましょう。
猫を飼っている奴ってやっぱり無責任だ…などと思われないよう、気を付けましょう。

もちろん断られることもあります。気落ちすることもあります。
けれども相